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研究報告書 

 
 Tetherin/BST-2ノックアウトマウス (C57BL/6系統)の作製を行い、ホモ個体 (-/-)を
得た。現在、作製したノックアウトマウスを用いて①インフルエンザウイルスの増殖

能・病原性、②B細胞分化への影響、を野生型と比較し、Tetherin/BST-2の個体レベ

ルでの生理的意義の解明を試みている。 
 


